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第6回看護理工学会学術集会
「ひとをつなぐ
　　　　看護理工学イノベーション」

お茶の水女子大学キャンパス　共通講義棟2号館 102教室

真田 弘美先生

玉井 奈緒先生

２０１８年１０月１３日（土）１２：２０～１３：２０日 時

ランチョンセミナー

座　長

演　者

会 場

乳がん患者の
スカルプケアを追求する

東京大学大学院 医学系研究科　健康科学・看護学専攻
老年看護学／創傷看護学分野 教授
東京大学大学院 医学系研究科附属
グローバルナーシングリサーチセンター センター長

東京大学大学院医学系研究科
社会連携講座スキンケアサイエンス 特任講師

The 6th Annusl Meetimg of The Societyfor Nursing Science and Engineering



MEMO

1979年　　　聖路加看護大学卒業
1987年　　　クリーブランドクリニック聖路加分校ETスクール修了
1989-90年　イリノイ大学大学院看護学部にて研修
1987-97年　金沢大学医学部研究生 博士（医学）
1998年　　　金沢大学医学部保健学科教授
2003年　　　東京大学大学院医学系研究科健康科学･
　　　　　　 看護学専攻老年看護学分野教授、2006年より現職

略  歴

真田　弘美先生

東京大学大学院 医学系研究科　健康科学・看護学専攻
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グローバルナーシングリサーチセンター センター長
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座  長 演  者
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略  歴

2001年3月 　金沢大学医学部保健学科卒業
2003年3月 　金沢大学大学院医学系研究科
　　　　　　 保健学専攻 修士課程修了（保健学修士）
2003年4月 　（財）聖路加国際病院 外科病棟勤務
2009年4月 　東京大学大学院 医学系研究科健康科学・
　　　　　　 看護学専攻 博士課程入学
2012年3月 　東京大学大学院 医学系研究科健康科学・
　　　　　　 看護学専攻 博士課程修了（保健学博士）
2012年4月 　東京大学大学院 医学系研究科
　　　　　　ライフサポート技術開発学（モルテン）寄付講座 
　　　　　　　特任助教

2012年12月　東京大学大学院 医学系研究科健康科学・
　　　　　　　看護学専攻 老年看護学分野 助教
2017年2月 　東京大学大学院 医学系研究科社会連携講座
　　　　　　　スキンケアサイエンス 特任講師
現在に至る

【主な学会】
看護理工学会（評議員）、日本創傷・オストミー・失禁管理学会（評
議員）、聖路加看護学会（会員）、日本褥瘡学会（会員）、日本創傷治
癒学会（会員）、日本乳癌学会（会員）

乳がん患者の
スカルプケアを追求する2011-2012年専攻長。2015-2016年学科長。2017年より東

京大学大学院医学系研究科附属グローバルナーシングリサーチ
センター センター長兼任。1999年よりWOC看護認定看護師
（現皮膚・排泄ケア認定看護師）。看護理工学会、国際リンパ浮腫
フレームワーク・ジャパン研究協議会の理事長、日本看護科学学
会、日本老年看護学会、日本創傷治癒学会、日本ストーマ･排泄
リハビリテーション学会などの理事、日本褥瘡学会、日本創傷・オ
ストミー・失禁管理学会の前理事長・現監事

玉井奈緒1)2)、峰松健夫1)2)、真田弘美2)3)

１）東京大学大学院医学系研究科 社会連携講座スキンケアサイエンス
2）東京大学大学院医学系研究科附属グローバルナーシングリサーチセンター
3）東京大学大学院医学系研究科 健康科学・看護学専攻 老年看護学/創傷看護学分野

我々の教室では、脱毛中の頭皮の痛み・かゆみの症状や頭皮の生理機能が変化すること、
さらに治療中に敏感になっている頭皮では、肌に優しい素材を使用したウィッグを使用することで、
頭皮の皮膚障害を軽減できることを明らかにしてきた。
本セミナーでは、脱毛から、いつ・どのように発毛に至るのか、生理機能を含む頭皮の変化を示し、
実際の治療中のスカルプケアと患者のquality of lifeについて考える機会としたい。
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